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小諸市の自治基本条例をつくる小諸市の自治基本条例をつくる
市民会議市民会議

小諸市の自治基本条例をつくる小諸市の自治基本条例をつくる
市民会議市民会議

日時：平成20年8月12日（火）18時30分～ 於：コミュニティセンター 3階会議室

第２回第２回

小諸市民の幸せのために誰が何をするべきか？
～市民・議会・市長・行政の役割とは～

テーマ
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第２回 市民会議のプログラム

１. 第１回市民会議の報告

２. 本日の会議の進め方

３. ワークショップ

「市民の幸せのために誰が何をするべきか？」
－市民・議会・市長・行政の役割とは－

＊３班に分かれて小グループ検討

＊検討結果の共有
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第１回 小諸市の自治について改めて考えよう

第２回 市民の幸せのために誰が何をするべきか？
ー市民・議会・市長・行政の役割とは－

第３回 行政にはこうあって欲しい(行政の責務)

第４回 市長･議会にはこうあって欲しい(市長・議員・議会の責務)

第５回 私たち市民はなにをするべきか？(市民の責務) 

第６回 情報公開・情報共有・情報交換は十分になされているだろうか

第７回 協働とは何か？どうやって進めたらよいだろうか？

第８回 自治についての話し合いを振り返る(議論のまとめ) 

3.市民会議のテーマと開催予定（案）

7/9(水)

8/12(火)

9/10(水)

10/8(水)

11/12(水)

12/10(水)

1/14(水)

2/10(火)

※現時点での予定です。今後、変更する可能性があります。

■開催日・時間：毎月第2水曜の18:30～20:30
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参加人数 ２９人
１班･･･１０人
２班･･･ ９人
３班･･･１０人

総意見数１６２
１班･･･６３
２班･･･５６

３班･･･４３

第１回 小諸市の自治について改めて考えよう
・自治が根付いていると感じるところ

・新しい自治の芽生えを感じるところ
・自治がうまく機能していないと感じるところ
・自治が機能しない理由
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中心市街地の
空洞化

中心市街地で
何をやっても
ダメという
あきらめ

各団体の
世代交代が
うまく

いっていない

若い人の
活動が
見えない

同じような
顔ぶれで、
新しい人が
なかなか
参加しない

社会生活に
無関心な人が

いる
・公共のルール

参加する市民
と

参加しない市民
の差が極端

中心街(住民)
の元気が
ない事
無関心！

第1回 自治基本条例をつくる市民会議

テーマ：小諸市の自治について改めて考えよう
平成20年 7 月 9 日 （水）
コミュニティセンター3階会議室

１ 班

自治がうまく機能していないと感じるところ自治がうまく機能していないと感じるところ自治がうまく機能していないと感じるところ 自治が根付いていると感じるところ自治が根付いていると感じるところ

新しい自治の芽生えを感じるところ新しい自治の芽生えを感じるところ

郊外(農村）と
市街地（商店）
との交流が
なくなった

集落内で
新しいことが
やりにくい

自治会（区）
での

やらされ感
がある

本来の自治の
意識でなく
行われている
ものがある

自治が機能しない理由自治が機能しない理由自治が機能しない理由

情報公開が
まだまだ
である

市⇔市民の
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

ズレ

自治体と市民
の考え方
のズレ

・市町村合併
・ゴミ処分場

市民の意思を
反映する
機能がない

行政の課題行政の課題

観光都市として
の一体感が
いまいち。

特色のPR等が
ばらばら

情報が不足
一方的

人の移動が
多くルール
を知らない人が
出てきている

女性の意見を
聞く耳を
持たない
だから
言わない

区の役員が
男性中心

NPOが
いくつか

立ち上がって
きている

新興地では
協働の思いが
強くなっている
と思う

新しい人を
なかなか
受け入れない
ところがある

地区の問題を
市に相談したら
たらい回しに
された

責任の所在を

市民意識市民意識の低下の低下

市民の
理解・協力意識
の不足

面倒なことを
やりたくない

自分が
やらなくても
誰かが

やってくれる
という考え

殿様商売。
補助金頼みで
他力本願

モラルの低下
運転・駐車
等にも

パトロールが
必要

隣の家との
関係が希薄

隣近所の
付き合いが
ない

地域への
愛着が希薄

市や組織の
規模が
身近で相談
しやすい

自治の意識の
喚起に互いに
努め、

本来の自治に
向かうべき

行政頼りだった
事を自分達の
問題として
捉えるように
なってきている

文化・伝統が文化・伝統が

受け継がれている受け継がれている

市民祭り 文化展

道普請など
共同作業が
行われている

フード祭り

ふれあい
昼食会
（高齢者の
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

芦中生徒の
挨拶が良い

住民同士の住民同士の

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが盛んｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが盛ん

子どもに
対する
安全運動

各種活動が根付いている各種活動が根付いている

ゴミ処理が
できている

地域の安全・
安心に防犯
パトロール
組織が活発に
活動している

近隣地域の
連携は割と
できている

区の運営が
受け継がれて
来ている

区の活動が活発区の活動が活発

各消防団
活動

観光ガイド
が活躍し
小諸市をＰＲ
している

小諸市の小諸市の良いところを良いところを

活用活用しようとする動きがあるしようとする動きがある

自然など
誇れるところ
について認識
を持っている

小諸をもり立て
ようとしている
人々が活動し
やすくなった

情報公開が
以前より

されてきている

小諸市独自の
施策が出され
つつあり、実行
されだしている

浅間山ろく
各自治体及び
民間レベルの
協力体制

NPOの
活動が
活発

市民参加が
少しずつ
増えている

市へ積極的な
提案が
増えてきた
ように思う

協働・自助が進んでいる協働・自助が進んでいる

住民課題を
行政と一緒に
解決しようと
する動きがある

組織の非力化
仲間意思の
欠如

リーダーが
いない

市民の考えを
集約・調整
する仕組みが
うまくできて
いない

定年退職
された方が
色々な行事に
参加している

自助・共助が自助・共助が

根付いている根付いている

その他その他

行政の活動に改善が見られる行政の活動に改善が見られる

市民活動が活発市民活動が活発

地域における課題地域における課題

市民に市民に

やる気がないやる気がない
市民間交流がない市民間交流がない

閉鎖的閉鎖的中心市街地の課題中心市街地の課題 情報公開が情報公開が

不十分不十分
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが

不十分不十分

市と
各団体間の
連携不足

市・各団体の
予算不足

帰属意識が希薄化帰属意識が希薄化

モラルモラル

やる気がないやる気がない
閉鎖的閉鎖的 中心市街地の課題中心市街地の課題

行政の課題行政の課題

その他（解決策）その他（解決策）
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第1回 自治基本条例をつくる市民会議

テーマ：小諸市の自治について改めて考えよう
平成20年 7 月 9 日 （水）
コミュニティセンター3階会議室

２ 班

自治がうまく機能していないと感じるところ自治がうまく機能していないと感じるところ自治がうまく機能していないと感じるところ

自治が根付いていると
感じるところ

自治が根付いていると
感じるところ

新しい自治の芽生えを
感じるところ

新しい自治の芽生えを
感じるところ

本来は市が
やるべきこと
を区にやって
もらっている

回覧をまわす
にあたって、
本当に必要な
内容かと思う
紙面がある

市民が市に
要望する際に
区を通すよう
指示するのは
おかしい

区と行政との関係に区と行政との関係に

ついての問題ついての問題

区・常会のあり方の問題区・常会のあり方の問題

区への未加入者の増加区への未加入者の増加

区の行政は
定着している

消防団活動が
活発

地産地消は
良い

河川整備に
ついて
区を越えて
協力が
出来ている

学校のPTA
活動について
地域の協力が

ある
(資源回収など)

道普請が
行われている

土木委員の
活動

企画提案型の
市民グループ
の活動が
立ち上がった

各個人が
自立し、互いを
思いやり、
社会生活を
スムーズに
すること

自治とは自治とは

区長は
誰がやっても
出来る制度を
つくる必要が
ある

新旧住民の
意識差がある

市民こそが
主人公である。
何事の問題にも
広い意見交換
が欠けている

行政の
下請け的な
構造が問題

市民意識が
低い

資質に欠ける
区長の選出

区を運営する
仕組みが
整えられて
いない

区長に負担が
集中している
ため、なり手が
いない

区費の使い道
がおかしい
おかしいのが
分かって
やっている

住民自治が
日常で実践
されていない

村八分的な
考え方がある

区費を払わない
人には

手助けしにくい

区から脱退する
人がいる一方
区に入らない
人もいる

区費の不払い
は不公平

払っている市民
はがっかり

納得できるもの
であれば協力
するが、高い
出不足金など
納得できない

自ら参加して
いく姿勢を皆が
持つことが
必要である

市が区を
利用している

まちづくりや
福祉関係の
NPOが出現

菱野区等で
「支えあい

マップを作成し、
自主防災意識
が出てきた

区の運営を
担える

リーダー育成が
必要である

区・自治会に
加入しない人が
増えている

区に加入する
必要性の説明
がない

区は閉鎖的で
体質が古い

行政能力を
向上させれば
良くなる。
選ぶ側と選ば
れる側の能力

若い区では
新しい人が
リードしている

説明や
話し合いが
なく、一方的

自分の利益
だけを
考えている

互いが理解
されていない

住民自治が
育たない

役割や責任が
互いに理解
されていない

アパートの住人
から区費等の
集金が難しい

役員になる
のが嫌

自治体の区切り
（境）がはっきり
しない

よそもの
（転入者）が
住みにくい
体制である

市役所に
こき使われる
意識がある

加入、非加入
の選択が
出来ない
（制度として
おかしい）

行政・区・住民
の役割分担を
するための、
合意形成が
必要区の運営の

仕組みづくり

互いの考えを
尊重する姿勢
をもつ

地域に
とけこんで
いくこと

行政に
利用される
時代から

行政を利用する
時代へ

区の仕事が多
いのに区長の
任期が短く十
分な仕事が出
来ない

区は市役所の区は市役所の

下請け機関か？下請け機関か？

区長・役員にしわよせ区長・役員にしわよせ

未加入・脱退の理由未加入・脱退の理由

加入者から見た未加入者加入者から見た未加入者

未加入者に
対しても市民
に対する最低
限のサービ
スを提供する
必要がある

区と住民の関係に区と住民の関係に

ついての問題ついての問題

負
担

不
満

非
協
力

対
立

生活に密着した自治活動が定着生活に密着した自治活動が定着

自治が機能
しない理由

自治が機能自治が機能
しない理由しない理由

問題の原因問題の原因

構造的問題

区長の資質（選出方法）

仕組み・役割分担

市民の意識

解決方向解決方向
自分たちの
ことを自分
たちで処理
することが
基本
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解決方向解決方向

市民参加会議等
の名称が堅く、気
軽に参加できない
印象を与える

第1回 自治基本条例をつくる市民会議

テーマ：小諸市の自治について改めて考えよう
平成20年 7 月 9 日 （水）
コミュニティセンター3階会議室

３ 班

自治がうまく機能していないと感じるところ自治がうまく機能していないと感じるところ自治がうまく機能していないと感じるところ 自治が根付いていると感じるところ自治が根付いていると感じるところ

新しい自治の芽生えを感じるところ新しい自治の芽生えを感じるところ

自治が機能しない理由自治が機能しない理由自治が機能しない理由

図書館が
充実して
いない

施設機能の問題施設機能の問題

ゴミ捨て
カレンダーが
立派過ぎる。
コスト削減
できそう

市民の自治に対
する理解を促進
するための情報
提供がなされてい

ない

コストの問題コストの問題

防災の
取り組み

が具体的でない

防災の問題防災の問題

広域連合を
自治活動に
活かしきれて
いない

広域連合の問題広域連合の問題

自治には何かと
いうことについて
市民側の理解が

不十分

行政と市民の密
接な交流が行な
われていない。結
果として、自治が
機能しない

市民への情報提供が不十分市民への情報提供が不十分

自治に限らず、全
般的に、市民に対
する情報発信が
不十分である

市民の自発的行
動より、行政側か
ら市民へ働きか
けることが必要

子育てで手一杯
で、地域活動に
参加できない
ことが多い

仕事が忙しく、地
域活動に参加で

きない
人が多い

市民病院が継続
されるかどうかに
ついて、市民に適
切に情報提供さ
れていない

物理的な阻害物理的な阻害

協働と言っても、
何をして良いかわ
からない

市民の生涯学習
が足りない

一般市民は、自
治に対する意識
が低い

意識の欠如意識の欠如

自治は行政に任
せておけばよいと
いう考え方がある

小諸市に
対する

帰属意識が
薄れてきている

市民は、様々な
面に関し、「行
政にお任せ」体
質から抜け出
ていない

「自治」より「自
分」のことにばか
り関心が向いて

いる

「権利と義務」の
関係を認識してい
ない人が多い

市民が、自治の
現状に対する理
解ができているの
か不明である

自治と言う言葉に、
なじみがない

自動車社会が
市民の行動範囲
を広げ、結果、
地元意識が
薄れた

選挙に行かなくて
も、世の中が
変わらないと思っ
ている人が多い

ゴミの分別が
徹底

されている

ゴゴ ミミ

一人当たりの
ゴミの量が少
ない

生ゴミを
再利用
している

回覧板を
まわす活動が
定着している

情報提供情報提供

会報･議会報告
等が

配布されている

選挙の開票
時間が早い

選選 挙挙

選挙が着実に
実施されてい

る

老人会
活動が活発

自治会活動自治会活動

子ども会の
活動が活発

教教 育育

「こもろっじ」など、子ど
もの教育が充実しつつ
ある（一方で、大人にな
ると小諸から離れる人

もいる

各地に街づくり、地
域おこしのグループ
ができている

伝統行事を
地元で

継承していこう
という姿勢がある

「タバコの吸殻を
ポイ捨てしない」や

「まちなかをきれいにする」
などの市民意識が
出てきている

本会議のよう
な場に参加す
る市民が少な

い

納税義務を
果たしている

防犯ｽﾃｯｶｰ
を貼った車が
増えた(パト
ロール車)

市民には、自治と
行政の関連性が
分からない

防犯活動防犯活動

納税納税

市民活動の問題市民活動の問題

理解の不足理解の不足

多くの市民に自治に
ついて知ってもらうた
め、勉強会を積極的
に開催する必要が

ある

まちの美化まちの美化伝統の維持伝統の維持

街づくり活動街づくり活動

市民会議への参加を阻害市民会議への参加を阻害

心理的な阻害心理的な阻害

解決方向解決方向

もっと気軽に
参加しやすく
する工夫が
必要

解決方向解決方向
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第1回 市民会議の検討結果の要約

●自治が根付いていると感じるところ

●自治がうまく機能していないと感じる
ところ

●自治が機能しない理由

●新しい自治の芽生えを感じるところ

地区内の各種活動

自治会活動、PTA活動
消防団活動、防犯活動、道普請

継承されている文化や伝統

住民間のコミュニケーションの活発さ

活発な街づくり活動・市民活動

各種グループによる活発な活動

定年退職者、若い層の活躍

NPO活動の台頭
自助・協働が浸透し、住民が動き出した

自分さえ良ければ良いと考える住民の増加

区・常会がうまく機能していない

区が市の下請けのようになっている

区活動に非協力的な住民、納得できな
い住民が増えた

区長、役員のなり手がいない

行政が市民の考えを集約できていない

市民のモラルが低下しているため

市民の地域への愛着が希薄なため

隣近所の付き合いをしない、閉鎖的な住民
が増えたため

自治についての市民の理解が不十分なため

行政から市民への情報提供が不十分なため

自治とは、自分たちのことを自分たちで処理すること。
自治を機能させるには、各個人が自立したうえで、互いを思いやることが大切
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4.本日の会議の進め方

テーマ：「市民の幸せのために誰が何をするべきか？
～市民・議会・市長・行政の役割とは～」

目的： ①自治の主体である“市民・議会・市長・行政”それぞれの担うべき
役割について確認すること

②それぞれが担うべき役割を行う上での課題について確認すること

会議方法：ワークショップ

ワークショップ【Work Shop】
＝多様な人が主体的に参加し、互いに影響を与えあうなかで、

新しい創造と学習を生み出す方法



10

10

○ワークショップの進め方

参加者の持っている視点や考え方を共有することにより、
自治の担い手それぞれの役割分担についての認識を深めます。

役割

自治を担う各主体の役割

視点・意見視点・意見
の整理の整理

本日のワークショップは、参加者全員が意見を自由に伝えあい共有する
ことにより、自治のルール（条例）づくりのヒントを得ることを目指していま
す。特定の答えを求める会議ではありません。

！

参加者の意見交換参加者の意見交換

市民

役割

議会

役割

市長

役割

行政
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⑤⑤行政は、市民の幸せのために、必要な公共サービスを行政は、市民の幸せのために、必要な公共サービスを
市民に提供する責務を追う市民に提供する責務を追う

行政サービス

○市民・議会・市長・行政の基本的な仕組み

議 会
（議員）

市 長

行 政

政策立案部門

施策・事業の
執行部門

選挙で
市民代表
を選出

政策の優先順位を決定
施策、事業の有効性を監視

③③議会は、市民代表として政策検討・行政監視を議会は、市民代表として政策検討・行政監視を
行う責務を負う行う責務を負う

①①市民は、代表者を選ぶ権利を持つ市民は、代表者を選ぶ権利を持つ

②②市長は、市民の代表者市長は、市民の代表者
として、行政（市役所）として、行政（市役所）
を指揮して公約を実現を指揮して公約を実現
する責務を負う。する責務を負う。

納税

市

民
（
住
民
・
通
勤
通
学
者
・
事
業
者
等
）

④④市民は、税金を納める責務を負う市民は、税金を納める責務を負う

前
提
と
し
て
、
市
民
は
地
域
社
会
の
適
切
な

運
営
の
た
め
、
地
方
自
治
の
代
表
権
限
を

市
長
と
議
会
に
信
託
し
、
行
政
は
市
民
代
表

が
決
定
し
た
公
共
事
業
を
実
施
し
て
い
る
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住民ニーズ住民ニーズ

行政サービス

○市民・議会・市長・行政の基本的な仕組みと近年の動き

議 会
（議員）

市 長

行 政

政策立案部門

施策・事業の
執行部門

選挙で
市民代表
を選出

政策の優先順位を決定
施策、事業の有効性を監視

住民参加・協働

市民参加・協働の必要性市民参加・協働の必要性

納税

市

民
（
住
民
・
通
勤
通
学
者
・
事
業
者
等
）

住民ニーズ行政サービス行政サービス

NPO

ボランティア

自治会

NPO

公
益
活
動
の
設
立
・

公
益
活
動
の
設
立
・

活
動
へ
の
参
加

活
動
へ
の
参
加

住民ニーズと公共サービスの変化

行政だけでは、住民ニーズ行政だけでは、住民ニーズ
に応えきれなくなっている。に応えきれなくなっている。
また、行政が行うべきサーまた、行政が行うべきサー
ビスの範囲が難しくなってビスの範囲が難しくなって
いる。いる。
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○具体的な検討テーマ

行政が担うべきか、市民が担
うべきか、判断が難しい事業
や取組み。また、違和感を感
じている事業や取組み。

狭い道路でも
地域の基幹的な
道路の雪かきは
行政でやって
欲しい

市民と行政との役割分担は
どうあるべきだと考えるか。
また、どのように決めるべ
きか？

市民が少しの手間
でできることは
市民自身が行う

べき

１１１ ２２２

家の前の道路の
動物の死骸の
処理は、地元で
行うべき

行政は、市民が
生活するうえで
必要な最小限の
事業をすれば

良い

市民・議会・市長・行政のあるべき役割分担の姿を明らかにすることが今回市民・議会・市長・行政のあるべき役割分担の姿を明らかにすることが今回

のテーマですが、それぞれの基本的な役割は制度的に決まっています。のテーマですが、それぞれの基本的な役割は制度的に決まっています。
そこで、もう一歩テーマを絞り込み、最も問題になっている「行政と市民のそこで、もう一歩テーマを絞り込み、最も問題になっている「行政と市民の

役割分担をどうすれば良いか？」について、意見交換をしていただきます。役割分担をどうすれば良いか？」について、意見交換をしていただきます。
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ファシリテーター
（SCOP）

第２回 市民会議 「市民の幸せのために誰が何をするべきか？」
市民・議会・行政・市長の役割を確認するためのワークショップ

○テーブル・イメージ

行政が担うべきか、市民が担うべきか、
判断が難しい事業や取組み。また、違
和感を感じている事業や取組み。

本来は行政が本来は行政が
担うべき取組み担うべき取組み

本来は市民が本来は市民が
担うべき取組み担うべき取組み

どちらとも言えどちらとも言え
ない取組みない取組み

民間企業が取組民間企業が取組
むべきものむべきもの

市民と行政との役割分担は
どうあるべきだと考えるか。
また、どのように決めるべきか？

行政の役割行政の役割 市民の役割市民の役割

役割分担の決め方役割分担の決め方
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20:30終了

15分20:15～20:30各グループの討議結果の報告と全体まとめ

80分18：55～20:15ワークショップ 意見共有-意見整理-まとめ

内 容 時 間

○タイムテーブル
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○ワークショップのルール

①司会・進行はファシリテーター

②意見を共有する姿勢で臨むこと

③時間内でよい討論ができるよう、
グループ全体で協力しあうこと

④意見はふせん紙に書く

①司会・進行はファシリテーター

②意見を共有する姿勢で臨むこと

③時間内でよい討論ができるよう、
グループ全体で協力しあうこと

④意見はふせん紙に書く


